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令和３年度富士見町教育委員会３月定例会 議事録 

 

日 時  令和４年３月１４日（月） 午前９時４０分～午前１０時４５分 

場 所  役場２階 教育長応接室 

出席者  教育長  矢島俊樹 

教育委員 小林俊一  北原八重子  伊藤成八  吉川満美  

子ども課長（小池美咲） 生涯学習課長（小林直志） 

総務学校教育係長（小林宏充） 

記録者（矢崎絵里香） 

 

 

１．開  会 

〈矢島教育長〉 

皆様お集まりいただきありがとうございます。令和４年３月の定例教育委員会を始

めます。よろしくお願いします。 

２．議事日程の報告 

〈総務学校教育係長〉 

本日の議事日程は次第のとおりです。 

３．付議事項 

[１]議決事項 

①通学区域外就学について（非公開） 

   → 全員一致で可決 

②富士見町教育委員会事務局組織規則の一部を改正する規則について 

【子ども課】 

◇係の新設 

・平成 28 年の児童福祉法及び母子保健法の改正に伴い、令和 2 年 4 月 1 日より住民福

祉課に「子育て世代包括支援センター」、子ども課に「子ども家庭総合支援拠点」の窓

口を設置しているが、子ども課の窓口はわかりにくく住民が利用しにくいことや、課内

も２係にまたがっており指揮系統が統一されていない等の課題解決のため、相談業務を

集約する「子ども・家庭相談係」を新設する。 

◇係名の変更 

・相談業務・保育園業務をより分かりやすくするため「子ども支援係」を「幼児保育係」 

 に名称変更する。 

 

【生涯学習課】 

◇係名の変更 

・国、県、他市町村の動向や、町民に親しみやすい「スポーツ係」という名称に変更す 

 る。 

 

◆令和 4年 4月 1日から施行。 
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[２]報告事項 

①富士見町出産祝い金等交付要綱制定について 

・出生時に第 1子出産祝い金及び出産お祝い券を支給することにより、安心して子育て 

 ができるよう経済的負担の軽減を図り、子どもの健全な育成に資することを目的とし 

 て新たに制定するもの。 

【対象者】子を出産した者又はその配偶者で、出産日から１年以上、子とともに町内に 

 居住する見込みの者。 

【支給額】（1）第 1子出産祝い金：児童 1人当たり 100,000円（現金） 

     （2）出産お祝い券：児童 1人当たり額面 20,000円（オリジナル商品券） 

◆令和 4年 4月 1日から施行。 

 

②富士見町子育て応援券交付要綱制定について 

・子育て環境の充実を図るため、3 歳未満の児童を持つ世帯に対し、子育て応援券を交

付する。 

【交付数】児童 1人当たり 700円×20時間分 

ファミリーサポートセンターや NPO 法人たくさんの手「子育てちゃちゃちゃ」、社協の

家事支援等で利用でき、子育てを支援していく。 

 

③富士見町病児・病後児保育事業実施要綱の一部を改正する要綱について 

・現在の保育時間では保育士の確保が難しく、保育の受け入れができない状況の日が発

生しているため、安定的に病児・病後児保育を提供するため、保育時間を変更する。 

高原病院の保育士の確保が非常に難しい状況。 

 保護者にはご理解をいただきながら、行っていく。 

現 行 午前 8時から午後 6時 

変更後 午前 8時 30分から午後 5時 30分 

 

④富士見町認可外保育施設環境整備事業費補助金交付要綱制定について 

・認可外保育施設を運営する事業者が実施する施設の改修等、保育環境の整備に要する

費用に対して補助金を交付するもの。 

 町内では、森のいえ ぽっち、すずらん保育園がこの施設に該当する。 

【対象事業者】町内で 5 年以上の活動実績があり、今後 10 年以上継続して運営が確保

できるものであると町長が認める事業者 

【補助率等】補助率：施設整備費等の 1/2以内 

      上限額：1事業所あたり 2,500千円 

 

 

（１）教育長より 

①市町村教委連報告 

・教職員の体罰事案等について 

・中学校部活動の地域スポーツクラブへの移行について（令和 5年度～） 

 

②3月定例議会一般質問について 

・満蒙開拓平和記念館（阿智村）が創設した自治体パートナー制度への加入は。 
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→ 現段階では白紙。 

・学校での平和教育の一環として、歴史を振り返る試みは。 

→ 町内小学校６年生の事例を紹介。 

・中学校の部活動が令和５年以降変わっていくと思うが、その現状と課題は。 

→指導者の確保が難しい。 

・教育が担う少子化対策は。 

→「町に対する愛着」、「誇り」、「参画意識」を保育園の３年と義務教育の９年間で養う

こと。 

 

③町内小中学校管理職人事異動について 

④南諏校長会報告 

【新型コロナウイルス感染症関連】 

・これまでの感染状況の確認 

・諏訪保健所発出の対処方針について 

・臨時休校等に関する事例研修 

・卒業式・入学式の保護者の抗原簡易検査キットの配付について 

 

（２）子ども課より〈小池子ども課長〉 

①コミュニティ・スクール進捗状況報告 

・コミュニティ・スクールが始まって６年経過。今後のコミュニティ・スクールのあり

方、今までやってきた中での課題を少しでも解消できる仕組み作りを考えていきたい。 

 ボランティアの方々に支えられて様々な行事や交流ができている。 

 町のコーディネーターだけでなく、学校のコーディネーターにも進め方等知っておい

てもらうべき。 

 

②園長会報告 

・文書配布、行事予定、欠席連絡等のメール配信利用について 

 マチコミメールの利用の仕方を確認して、〇時までと時間を決めて欠席連絡ができる

ようにする。 

 文書配布については、まず行事予定をメール配信してみる。メールを使いながら紙ベ

ースでも配布し、様子を見て行事予定以外もやっていき、今後の方向性を探っていく。 

 

③事業進捗状況 

・富士見中学校大規模改修（空調設備・バルク設置、高圧受変電設備更新）のしゅん工 

 検査完了。エアコン等の今後の使い方が課題。 

 

 

（３）生涯学習課より〈小林生涯学習課長〉 

①諸事業について 

・男女共同参画事業→ 「こんな子いるかな」の冊子を３小学校５年生へ配付し、男女

共同参画の授業を行い、意識改革、児童の感想等を提出していただいた。 
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②事業進捗状況 

・２月はまん延防止等重点措置により、全ての社会施設が休館となっていた。図書館は 

 予約本のみ対応している。 

・井戸尻考古館は５日間のみ開館していた期間があったが、その間に６８名の入館があ

った。 

 

 (４)教育委員の活動報告 

・「定住自立圏事業」（富士見町、原村、北杜市）について（小林委員） 

 令和 3年度のまとめと令和 4年度予算についての懇談会が書面決議となった。 

 単独や共同で事業に取り組んでいるが、コロナの影響が大きく厳しい状況。ただし、 

 一つだけ勢いづいているのが「移住定住促進事業」であり、相談件数が非常に多い。 

 北杜市は大きく組織替えをして新たな取組みを進めていく。原村もそのような予算付 

 けだった。富士見町の「ウツリスムステーション」もさらに充実させていく。 

 

 

［３］検討事項 

・総合教育会議について 

 

 

［４］その他 

〈総務学校教育係長〉 

(1) 令和３年度末・令和４年度始めの行事日程について 

(2) ３月～５月行事予定  

(3) 令和４年度定例教育委員会日程 

 

 

 

＊次回定例教育委員会 ４月１３日（水）午前９時４０分から  

教育長応接室にて 

 

 

 

 

                           終了 午前１０時４５分 

 

 

 

 

 

 

 

 


